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Abstract Spermatocyte chromosomes of seven species of Hesperiidae from the neotropical region 
are examined with particular reference to their chromosome numbers. The haploid complement of 
Urbanus doryssus doryssus is n=14, those of Astraptes fulgerator and Autochton longipennis are 
n=31, that of Astraptes sp. is n=20, that of Moeris vopiscus is n=27, that of Vettius triangularis is 
n=26, and that of Enosis immaculata immaculata is n=29. 
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は じ め に 


セセリ チョ ウ 科 Hesperiidae (X, 3€15 HEA 5 BATHE CLE capi L, do 6 v A EAE Ce 
遂げ て いる . 通称 ジャ イア ント スキ ッ パ ー と 呼ば れ , ユー カリ の 茎 に 潜入 する 種 $ 知 られ る が , 多 く は 
葉 を 折り た た ん で 上 菓 を 作り 幼 昌 は その 中 に 潜む と いう 習性 を 有する 特徴 的 な 生活 を 営む グル ー プ で あ 
る . 柴 色 体 に つい て は ヨー ロッ パパ に 分 布 す る 種 を 中 心 に 新 熱帯 区 産 の 種 に つい て も 報告 され て いる 
(Federley, 1938; Lorković, 1941; Maeki, 1953; Bigger, 1960; Maeki and Remington, 1960; Maeki and Ae, 
1968; Lesse, 1967, 1968,1970a, b; Larsen, 1975, 1982; 阿部 ら , 2006). 





その 内 訳 は , Coeliadinae 2 種 , Pyrrhopyginae 4 f&, Pyrginae 58 fi, Hesperinae 44 fi, Megathyminae 2 種 , & 
計 110 種 で ある . n=31 が 多く 33 種 , n=30 23 18 FH, n-29 が 18 AH, n=28 が 10 FH, n=15 or 16 が 7 種 な ど で , 
染色 体 数 の 少な いも の は ヵ =9 が 1 種 ,1 番 多い も の は ヵ =50 が 1 種 で ある . この 結果 か ら 見 る と 鱗 次 類 の 
最 問 柴 色 体 数 で ある ヵ =31 及び ヵ =30, 29, 28 の 柴 色 体 数 の 種 が 殆ど に 当たり , お そら く zr=31 が 祖先 型 に 
当たる も の と 思わ れる . 

















材料 と 方 法 


新 熱 区 で 採集 し た セセリ チョ ウ 科 は お よそ 30 種 に つい て 朱色 体 が 観察 され て いる が , 川副 昭 人 氏 に 
同定 を 依頼 し た と ころ , 属 まで の 同定 し か で き な か っ た 1 種 を 含め 7 種 同定 きれ た . いずれ も これ まで 
染色 体 に 関す る 報告 が な い 種 で ある . 上 染色 体 が 観察 され た 個体 に つい て 採集 デー タ 及 び 観 察 結果 を 
Table 1 に 示 し た . 成虫 の 精巣 を PFA-3 液 で 固定 , 通常 の パラ フィ ン 法 に より 8/mn の 連続 切片 を 作り , ハ 
イデ ン ハ イン の 鉄 へ マト キシ リン 染色 を 施し た . 柴 色 体 観察 は 精 母 細胞 に お ける 減数 第 1 分 裂 ① 及び 
第 2 分 像 LD に よる 染色 体 に つい て 行い , 染色 体 数 並び に LI の 観察 細胞 数 , 含 まれ る 特に 大 型 の 染色 
fi (LL), KEL F ADB (L), FHT F ADB EK (MD), 小型 クラ ス の 染色 体 (S), 特に 小型 で マー カ 
ー と な る も の (SS) が 区 別 で きる と き に は .,LL, L, M, S, SS に つい て その 数 を 下 付 数 字 で 示 し た . また ,1 
及び UI で は 観察 細胞 数 を 下 付 数 字 で 示 した. 
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Table 1. Collecting data and chromosome numbers of seven species of Hesperiidae. 





Species Date Locality Chr. No. Stage 
1. Urbanus doryssus doryssus 9. Jan.1989 Sanmigel, COSTA-RICA n=14 LII 
1.Jan.1993 Kanuma, BRAZIL 
2. Astraptes fulgerator 4.Jan.1987 Tingo-Maria, PERU n=31 Li 
3. Autochton longipennis 8.Jan.1989 Sanmiger, COSTA-RICA n=31 LIT 
10. Jan.1987 Tingo-Maria, PERU n-3i LII 
30. Dec.1995 Nova Olinda, BRAZIL n=31 LI 
4. Autochton sp. 28. Dec.1992 Nova Olinda, BRAZIL n=20 Lu 
n-21 II 
n=20 I, I 
n-21 I 
5. Moeris vopiscus 7.Jan.1987 Tingo-Maria, PERU n=27 1 II 
6. Vettius triangularis 30. Dec.1995 Nova Olinda, BRAZIL n=26 Lil 
7T. Enosis immaculata immaculata. 26. Dec.1990 Baños, EQUADOR n-29 LII 

















EFA Ue HAE 74 wWIHikUC XE 559. oIEDISBE FIER CHSZ AEDS 
染色 体 の 大 小 だ けが 比較 の 対象 と な る . し か し 切ら れ た 位置 に より 染色 体 の 大 き さ が 異な る . 連続 切片 
の 前 後 の 像 か ら 大 きる さ は か な り 明 ら か に 出来 る が , 写真 で は それ を 示す こと が 困難 で ある . 大 型 の も の 
は 切る 場所 で 小さ く 見 える こと が あり , 小型 は 大 きく な る こと は な いた め , 大 型 の 染色 体 の 数 は より 多 
く 含 まれ る 数 , 小型 の 菜 色 体 数 は より 少な いも の を 示す よう 共 め た . 柴 色 体 数 と と も に で きる 限り 大 き 
さき に 関す る 染色 体 情 報 に つい て も 記録 する よう に 努め た . し た が っ て 本 報告 は , 染色 体 数 を 主 に , CH 
る だ け 染 色 体 の 大 小 に つい て も 観察 結果 を 記録 する が , 柴 色 体 の 大 小 に つい て は 必ず し も ゃ 写真 に 示す 
も の と 一 致し な い . 





























im om 


1. Urbanus doryssus doryssus (Swainson) (Fig. 1) 
n=14 LELiL。M。S4 I5; Thy. 


L, M, S は 大 き さ の 差 が 連続 し て いて , LLiL。M。S8。 は それ ぞ れ その よう に 見 える 細胞 が 多い と いう こと 
CHA. 柴 色 体 の 形 が わか る の は ! よ り H が 適し て いる が , HL の 分 像 像 は 小さ い の で , 良好 な も の は 得 難 
v. 本 種 で は よい HI が 得 ら ちら れ た の で を 示す . Urbanus 属 で は U. proteus, U. dorantes で ヵ =31 I (Lesse, 
1970a), U. teleus, U. simplicius で n=31 I (Lesse, 1967) が 報告 され て いる . 





2. Astraptes fulgerator (Walch) (Fig. 2) 
n=31 LL; (L+M+S) 25 S5; lie Il. 


vyTSd Lois SWC CHE SAC 5 CVS FAILS od, ト pos し た スケ ッ チ を 
加え た 図 を 隣 に 示す .LL は 長い 線 , SS。 を 短い 線 で 示す . 付図 は 不 完全 な も の で ある が , 斜め に 切断 され , 


で きた . 次 種 共に LL」 と し た 1 個 ( ト レー ス の 長い 線 ) は 特に 目立っ て 大 きい も の で は な い . 小型 染色 体 
の うち , マーカ ー と な る 特に 小型 SS。 が 含ま れ て いる こと を 指摘 し て お く . 同属 で は 他 に Astraptes pha- 
laecus で ヵ =25 I, II (Lesse, 1970g) の 報告 が ある . 




















3. Autochton longipennis (Plótz) (Fig. 3) 
n=31 LL,L,.s Ms; Sas La (Fig. 3a, 3b) Ils (Fig. 3c). 


S は 長い 線 , 35 に お ける LL ば トレ ー ス の 黒く 塗り つぶ し た 染色 体 , SS は 短い 線 , ル 上 は トレ ー ス の 短い 
線 で 示す . Fig. 3a, 3b の よう に 細胞 に よっ て 染色 体 の 全体 の 感じ は 異な る が , 相対 的 な 構成 要素 は 同じ 
CHA. この 属 に つい て は 染色 体 に 関す る 報告 は まだ な い . 
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4, Autochton sp. (Fig. 4) 
14 n=20 Ls.¢ M54 S44 SS3.4 I; (Fig. 4a), Iliz, n=21 L5 M; Ss SS; II (Fig. 4b, 4c). 
1 る n=20 Ls Ms Ss SS; Ii; (Fig. 4d), 1220 S; IT;, n=21 Se; SS, s Io (Fig. 4 を ),」 ト レー スズ を 下 側 に 示す . 
n=20 Lss で は S34, S$4, n-21 の で は SS。 の よう に SS の 数 が 多く な っ て いる . 
5. Moeris vopiscus (Herrich-Shaffer) (Fig. 5) 
n=27 LL, L; S; I; Wu. 














p=27 の II の 隣 に トレ ー ス に よる スケ ッ チ の 結果 で 修正 し た も の を 示す .LL 及 び SS は 黒く 塗り つぶ し 
て ある . ま た SS は 短い 線 で 示す . Moeris 属 の 染色 体 は 初め て 観察 され た . 


6. Vettius triangularis (Htibner) (Fig.6) 











PIR OIC AER CH 0, Fig. 6a で は SS。 の うち 1 個 が 写っ て いな い が , 連続 切片 で 確認 し た 結果 
を トレ ー ス と スケ ッ チ に より 隣 に 示し た .LL は 黒く 塗り つぶ し ,L は 長い 線 , SS は 短い 線 で 示し た . I 
DEED ED MEW C Loy CHA. 





Vettius coryna n=31 ca. 321, Il (Lesse, 1967), V. phyllus n=26 I (Lesse and Brown, 1971) が あり , 染色 体 数 
(VCI V. phyllus と 一 致す る . 


7. Enosis immaculata immaculata (Hewitson) (Fig. 7) 


n=29 LL, Lis S44 lo (Fig.7a) I; (Fig.7b). トレ ー ス に よる スケ ッ チ で は LL,S を 黒く 塗り つぶ し た . 





 & 


Urbanus 属 で は , U. proteus, U. dorantes, U. teleus, U. simplicius (Lesse, 1967, 1970g) に つい て 報告 が あり 
いずれ も ヵ =31 で ある . 著 者 も 未 同定 の 6 種 を 調査 し , 全て n=31 を 確認 し て いる . 本 属 は た 31 231 8308 
色 体 数 で ある . 本 調査 に よる doryssus CD n=14 LL, Ls Ma S は 染色 体 数 が ヵ -=31 より 著しく 少な い 
が , 大 型 楽 色 体 を 含む こと か ら 上 楽 色 体 の 融合 を 繰り 返し 柴 色 体 数 を 減少 させ た だ も の と 思わ れる . 


Astraptes fulgerator CQ n=31 に 対し て , 本 属 に は A. phalaecus に つい て n=25 (Lesse, 1970a) の 報告 が あ 
る . 




















Autochton longipennis n=31 LL; Las S45, Fig. 3a に a 中 期 の 終わ り , 染色 体 の 折り た た み が 少 な いも の 
を , Fig. 3b に は 中 期 を 示し た が 上 染色 体 構成 は ほぼ 同じ で ある .IL は 前 種 同様 特に H 立た な い . 
Autochton. sp. は 川副 氏 に 同定 を 依頼 し た が ., 属 : で し か 分 か ら な いと され た も の で あり , 楽 色 体 数 が 
n=20 (D, n=20 (ID, n=21 (D で ある こと か ら 1 に お ける 対 合 の 1 組 が トリ バレ ント に な っ て いる 可能 性 
が 高い . 2n240, n=20 と 2n240 0 3 5 2k O38] et^ AAS L 2n=42 が 生じ , その 生殖 細胞 m=21 と 元 
の ヵ =20 oe より 2 ヵ =41 DAC ICI LTO v^ 20 の うち の 1 個 と 開裂 し て 生じ た 2 48 25 
対 合 し た 場合 , n=20 DE % Y n=20 (ID, n221 (0D) が 生じ る の と 同様 の 例 が ある (阿部 ら , 2004). し か し , 
re 2 ず と も 同様 で あり , ヵ =20 と n=21 の 交雑 が た また ま 2? に 起こ っ て いる 可能 性 は 少な い . 

に 個体 数 を 多く 調査 する か ,2 ヵ の 染色 体 の 調査 を する 必要 が あり , 凌 数 性 の 超 因 を 明らか に する 
Re 





















































Moeris vopiscus TO n=27 LL, Ly S。 に つい て は ,LL また は し L が それ ぞ れ 2 [HOR s 色 体 融合 に よっ て 生じ 
た と する な ら ば ヵ =29 ま た は 30 か ら の 進化 で ある . し か し 本 調査 で は それ ら 融 合 を 証明 する 他 の 具 
b c ee Fig. 5 の n227 I は , IOE b Tiv CH 2 23, IT 11 細胞 で 確認 さ 
れ て いる こと か ら 人 染色 体 数 は ほ ば 確か と 思わ れる . rm m 


Vettius triangularis CD n=26 も LL, Lia を 含む な こと か ら ヵ =31 か ら の 柴 色 体 融合 に よ る 染色 体 数 の 減 E 
考え られ る . 同属 の phyllus に つい て n=26 (Lesse and Brown, 1971) の 報告 が あり 本 結果 と 柴 色 体 数 が 
一 致し た . 一 方 で coryna に つい て は ヵ =31 (Lesse, 1967) で も ある こと か ら Vezzsy 属 に も セセリ チョ ウ 笠 
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Figs 1-7. Chromosomes of the neotropical Hesperiidae. Fig.1. Urbanus doryssus doryssus n=14 
(ID. Fig. 2. Astraptes fulgerator 2a: n=31 (1), 2a’: trace, long bar: LL, short bar: SS, filled 
chromosome: LL. Fig.3. Autochton longipennis. 3a: n=31 (D, long bar: S, short bar: SS, 
3a’: trace, filled chromosome: L. 3b: n=31 (D), long bar: S, 3b’: trace, short bar: L, filled 
chromosome: LL, 3c: n=31 (ID, short bar: S, 3c’: trace, filled chromosome: LL. Fig.4. 
Autochton sp. 4a: n=20 (I). 4a': trace, short bar: SS, filled chromosome: L and SS, 4b: n=21 
(ID, 4b’: trace, short bar: SS, filled chromosome: L. 4c: n=21 (ID, 4c’: trace filled chromo- 
some: L and SS. 4d: nz20 (D, bar: SS, 4d’:trace, filled chromosome: L. 4e: n-21 (ID, 4e": 
trace, bar: SS, filled chromosome: L. Fig.5. Moeris vopiscus 5a: カー27 (ID, 5a': trace, short 
bar: SS, filled chromosome: LL. Fig.6. Vettius triangularis, 6a: n=26 (I), 6a’: trace, short 
bar: SS, long bar: L. filled chromosome: LL. 6b: 1-26 (ID, 6b’: trace, short bar:SS, long bar: 
L, filled chromosome: LL. Fig.7. Enosis immaculata immaculata 7a: n=29 (1), 7a’: trace, 
filled chromosome: LL and S. 7b: 1-29 (ID, 7b’: trace, filled chromosome: LL and S. 
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新 熱帯 区 の セセリ チョ ウ 科 7 種 の 染色 体 数 91 
の 最 頻 染色 体 ヶ =31 を 示す 種 を 含む こと が わか る . 


Enosis immaculata Cli n=29 T% Y LL OLL は よく 目立ち , S L; l DoE TX, KA 
が 融合 に よっ て 生じ た 可能 性 が ある . 
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Summary 


Spermatocyte chromosomes of seven species of Hesperiidae from the Neotropical region were examined with 
particular reference to their chromosome numbers. This is the first report of chromosome numbers for the gen- 
era Autochton and Moeris. The chromosome number of Autochton longipennis was n=31; in Autochton sp., 
most spermatocytes in meiosis I and II had a haploid complement of 20 chromosomes, but some spermato- 
cytes in meiosis II had a haploid complement of 21. The haploid complement of Moeris vopiscus was n=27. 


The haploid complement of Urbanus doryssus doryssus was n=14, much less than that of other species of 
Urbanus; the characteristic haploid number for this genus is n=31. The haploid complements of Astraptes ful- 
gerator, Vettius triangularis and Enosis immaculata immaculata were n=31, n=26 and n=29, respectively. 
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